
１．はじめに

　ファッションビジネスに関する研究は近年盛んに
なってきている。しかし，ファッション教育につい
ては，コンピュータ活用研究1）などが掲げられるが
けっして多いとは言えない。特に，カリキュラムに
ついては，各教育機関が独自に組んでいるのが現状
である。
　ファッションの定義は，狭義において「服飾の流
行」，広義においては「衣食住の流行」である。一
言にファッション教育といっても，扱う対象に関す
る専門知識と技能以外にも，デザインや社会機構に
関する知識まで学習内容は多分野にわたり，就職先
も製造業からサービス業まで広範囲である。
　カリキュラムの編成に当たっては，制限のある授
業時間の中で効果的に学習を進めていくことへの配
慮が必要である。そこで，学習範囲が多岐にわたる
ファッション教育について教材内容を系統的に構造
化し，学習を効果的に行うための分析を試みた。

２．方法と手順

２－１　方法
　教材を構造化する方法としては，機能分析法，課
題分析法，論理分析法，ISM教材構造化法等があ
る5）。中でも，ISM教材構造化法は，社会システム
工学の分野において，複雑で不明確な問題に対して

検討を行うことに適しており，小学校家庭科教育2），
看護教育3）に先行研究がある。そこで，このISM教
材構造化法を用いてファッション教育教材の構造化
を図った。

２－２　ISM教材構造化法の概要
　ISM（Interpretive Structural Modeling） 法 は，
構造モデリング手法のひとつで，グラフ・マトリッ
クス技法によって複雑な全体関係を構造化，階層化
するものである。この理論は，社会システム工学の
分野における，複雑な構造を定性的に分析して体系
的に把握するためのひとつの手法として，1974年に
John. N. Warfildによって提案された。
　要素を単純に一対比較するだけで，グラフ理論に
よって整理された構造図をコンピュータ処理によっ
て生成する。構造モデル，すなわち要素間の相互関
係パターンは，「Interpretive Structural Model」と
呼ばれる多階層の有向グラフとして図示され，それ
が再び人間の直観や想像力を刺激して問題の本質に
迫る。この過程には一般に，次の手順が含まれる。
①構成要素の抽出→②要素間の関係づけ→③構造モ
デルの作成→④モデルの解釈と検討
　このISM法を教育の場に応用し，教える教科の概
念や内容を分析し把握することを目的として，1978
年に佐藤隆博が提唱したのがISM教材構造化法であ
る。

２－３　教材構造化の手順
　教材構造化は，図１に示すとおり下記の手順で行
う。
１）学習指導要領や教科書の主要な項目，および教

材に関する教師の経験的な情報のリストを作成す
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る。または，目標分析における下位目標のリスト
を作成する。

２）各要素の直接下位要素を決め直接関係マトリク
スを作成する。

３）グラフ理論と要素の階層的・系統的配線アルゴ
リズムによって演算し要素が配置される。

４）各要素間の関連を有向グラフによって表す。

３．ファッション教育カリキュラムの一提案

３－１　提案カリキュラムの指針
１）能動的な学びを求めて創作活動を中核に据え，

服飾デザインを構成する４つの要素である「形
態・色彩・素材・身体との関わり」を基軸にカリ
キュラムの構成を図った（図２）。

２）日常生活の中に題材を求めて教材化を行った。
３）多岐にわたる就職先を考慮して，教材を「服飾

デザイン」「ファッションビジネス」「ファッショ
ン関連」の三分野に分類した（図２）。

３－２　直接関係マトリクスの作成と教材構造化
　提案したカリキュラムの指針にそって，ファッ
ション教育教材32項目を選出したのち，教材間の関
連付けを行って直接関係マトリクス（表１）を作成
した。そして，ISM教材構造化には，鈴木涼太郎に
よる「知識構造図作成支援システム」を活用し，そ
の階層有向グラフ出力図（図３，図４）から教材構
造チャートを作成した（図５）。

４．考　察

　作成した教材構造チャート（図５）によって，学
習指導展開の様々な道筋を組み立てることができ
る。
　まず，「１．色彩」「２．形態」「３．素材」とい
う造形の３要素を基礎学習内容として学習をスター
トさせる。そして，段階的な教材を選択しながら，
最上層に位置する三分野に分類した教材，すなわ
ち「21．ファッションショー」「５．商品計画マッ
プ」「10．６．22．テキスタイル実習」に到達する
までのいろいろな学習の道筋を教育機関の条件によ
り検討することができる。また，作成した教材構造
チャートから，各学習段階における教材相互の関連
が一目で分かる（図５）。

図１　教材構造化の手順
（佐藤隆博　教育情報工学入門　コロナ社）

図２　カリキュラムの構造図
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図３　「ISM教材構造図作成支援システム」階層有向グラフ出力図

 

図３「ＩＳＭ教材構造図作成支援システム」階層有向グラフ出力図 
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図４　ISM教材構造図作成システム　項目名入り階層有向グラフ
 

図４ ＩＳＭ教材構造図作成システム 項目名入り階層有向グラフ 
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図５　ISM教材構造化法を活用したファッション教材構造チャート

 

 
 

図５ ＩＳＭ教材構造化法を活用したファッション教材構造チャート 

服飾デザイン分野     ファッションビジネス分野        ファッション関連分野 

（１）「23．タイプ別・ディテール別マップ」「８．
平面構成」は，次のステップに上がるための分岐
点に位置した教材である。

（２）教材「32．デザイン画（発想と表現）」が，そ
れ以前の教材内容を集結して，次のステップへと
上がるために欠かすことのできない実習教材であ
る。

（３）「32．デザイン画（発想と表現）」に進む前段
階として，「24．服飾デザイン実習（色紙・布の
切り貼り」も，それまでの基礎学習を集結する教
材内容となっている。

　以上のことを，ISM教材構造化法を用いて作成し
た教材構造化チャートから読み取ることができる。
そして，教育効果を得るために必要な教材間の関連
を系統的に示唆することができた。

５．まとめ

　ファッション教育は，生活科学衣生活分野をはじ
めデザインから社会機構にいたるまで，対象範囲の
広いことが特徴である。カリキュラムの編成に当
たっては，教科内容と教材の基礎的構造を分析し理
解しておくことが重要であるとともに，限られた授
業時間の中で効果的に学習を進めていくことへの配
慮が必要である。そこで，ファッション教育カリ
キュラムの一提案を行い，複雑な構造を定性的に分
析して体系的に把握することに適したISM教材構造
化法を用いて，その教材群の構造化を試みた。
　提案したカリキュラムの特徴は，まず，創作活動
を中核に据え，服飾デザインを構成する４つの要素
である「形態・色彩・素材・身体との関わり」を
基軸に，日常生活の中に題材を求めて教材化した
こと。そして，これらの教材を，「服飾デザイン」
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「ファッションビジネス」「ファッション関連」の３
分野に分類して構造化を図ったことである。その結
果，ファッション教育を効果的に行うために必要な
教材間の関連を系統的に示唆することができた。

Summary

　Each education has its curriculum and syllabus. 
Fashion education also has a variety of curricula 
at different education institutions.
　This paper offers how to construct and develop 
a unique and effective curriculum. Especially, it 
is focused on three courses； FASHION DESIGN, 
FASHION BUSINESS （distribution, sale and other 
miscellaneous goods）， and ARTISTIC DESIGN. 
　Finally this paper shows a tentative diagram 
according to ‘ISM’（Interpretive Structural 
Modeling）. The diagram helps us understand the 
connection of the above three courses. It also gives 
you a lot of information and teaching materials 
systematically on fashion education. 
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